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(57)【要約】
【課題】  避妊や妊娠促進に有用な女性用健康管理支援
システムの普及を図る。
【解決手段】  ウエブブラウザ機能を有するユーザーの
携帯電話１とインターネットＮを介して双方向通信され
る管理センター１０のサーバー１１に、ユーザーから送
信される基礎体温及び女性機能に関する健康情報を蓄積
するユーザー別健康情報記録部１２を設けると共に、管
理センターにおいて上記一次データを解析して得た解析
結果をユーザーに提供するシステムとし、システムを利
用するための画面はユーザーを認証した場合にのみ携帯
電話に表示するようにする。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  ウエブブラウザ機能を有するユーザーの
携帯電話とインターネットを介して双方向通信される管
理センターのサーバーに、ユーザーから送信される基礎
体温及び女性機能に関する健康情報を蓄積するユーザー
別健康情報記録部を設けると共に、管理センターにおい
て上記一次データを解析して得た解析結果をユーザーに
提供するシステムにして、システムを利用するための画
面はユーザーを認証した場合にのみ携帯電話に表示され
ることを特徴とする女性用健康管理支援システム。
【請求項２】  ユーザーの認証はパスワードにより行う
請求項１記載の女性用健康管理支援システム。
【請求項３】  ユーザーの認証はバイオメトリクスによ
り行い、そのためのセンサを携帯電話自体に設けること
によりユーザーが携帯電話を手にした際に自動的に認証
を行う請求項１記載の女性用健康管理支援システム。
【請求項４】  ユーザーから送信される女性機能に関す
る一次データには生理情報、おりもの及び出血情報、性
交情報が含まれ、管理センターにおいて上記一次データ
を解析して得られた妊娠可能時期、妊娠の有無、婦人病
の可能性の有無を含む情報をユーザーに提供する請求項
１から３の何れかに記載の女性用健康管理支援システ
ム。
【請求項５】  ユーザーから送信される女性機能に関す
る一次データには服用した薬物に関する情報、体調も含
まれる請求項４記載の女性用健康管理支援システム。
【請求項６】  解析結果はネットワークを介して管理セ
ンターのサーバーに接続したユーザーのオンデマンド操
作によりユーザーに提供される請求項１から５の何れか
に記載の女性用健康管理支援システム。
【請求項７】  解析結果中に予め設定した数値又は項目
に合致するものがあった場合に、ユーザーの携帯電話に
対して電子メールで通知する請求項１から６の何れかに
記載の女性用健康管理支援システム。
【請求項８】  解析結果中に予め設定した数値又は項目
に合致するものがあった場合に、ユーザーの携帯電話に
対して発呼処理を行って所定の警告メッセージを表示す
る請求項１から６の何れかに記載の女性用健康管理支援
システム。
【請求項９】  基礎体温の値は数字キーの手操作により
携帯電話に入力される請求項１から８の何れかに記載の
女性用健康管理支援システム。
【請求項10】  基礎体温計からの電気信号をインターフ
ェースを介して携帯電話に入力する請求項１から８の何
れかに記載の女性用健康管理支援システム。
【請求項11】  携帯電話自体に基礎体温計を設けた請求
項１から８の何れかに記載の女性用健康管理支援システ
ム。
【請求項12】  携帯電話に設けられる基礎体温計の測定
子は非使用状態時においては携帯電話の筐体内に収容さ
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れるか又は目立たないようにカモフラージュされる請求
項１１記載の女性用健康管理支援システム。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】この発明は遠隔地のユーザー
から送られる健康情報に関する一次データを解析し、そ
れに対する解析結果をユーザーに提供することにより健
康に関するユーザーの自己管理を支援する女性用健康管
理支援システムに関する。
【０００２】
【従来の技術】例えば、体温、血圧、脈拍等の遠隔地の
受診者の身体情報に関する一次データを通信手段を使用
して医療機関に送信し、これを解析して所見、指導等を
行う遠隔医療システムが従来公知である。又、各種の測
定装置による測定結果を情報処理装置に集約し、インタ
ーネット等のネットワークを介してこの情報処理装置か
ら測定結果を外部の機関に転送して所見、指導等を受け
る健康管理支援システムも公知である。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】ところで、前記の健康
管理支援システムは病気の予防の他、妊娠の促進や避妊
のためにも使用され得ることは従来から指摘されてい
る。このうちの避妊の問題は近年増加している未成年者
の性交渉に関連して重要な意味を持つ。即ち、正しい性
知識が欠如した未婚の未成年者が不用意に妊娠する事例
が多発し、やむを得ず堕胎したり、出産しても父親が誰
だか特定できない場合があるといった悲劇が生じてい
る。そこで、このような未成年者が前記の健康管理支援
システムを利用することは大いに有意義であるが、前記
した従来技術の健康管理支援システムは大がかりな装置
を必要とし未成年者が購入できる範囲外のものであっ
た。
【０００４】又、前記のシステムが仮に家庭に備えつけ
られているとしても、それを有効に活用するには毎日定
期的に基礎体温を測定してそれを情報処理装置に入力す
る作業が必要となり、一日中家庭に居る者ならまだし
も、朝早く家を出て分単位で外を飛び回り夜遅く家に帰
る者にとって、測定のために家庭に拘束されることは非
現実的であった。
【０００５】一方、この発明が前提としている健康管理
支援システムによらずに、電子式の基礎体温計にコンピ
ュータと入力操作部と表示部を付加し、測定した基礎体
温と使用者が入力した生理情報、おりもの及び出血情
報、性交情報を解析して妊娠可能時期、妊娠の有無等を
表示する装置が存在した。この装置は携帯可能な大きさ
を有し、価格もそれほど高価にならないので未成年者で
も十分手が届くものである。しかしながら、この種の装
置はいかにも避妊のためのものであるとの印象を見る者
に与え、それを人前で使用することは勿論、携帯するこ
と自体も恥ずかしいと考える者は少なくなかった。又、
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この事情はこの種の装置を妊娠の促進のために使用する
成人の既婚者にとっても同様であった。更にスタンドア
ローンのこの装置は解析は予め定められた手順によりコ
ンピュータにより行われるに過ぎず、それ以上の所見や
助言に関しては自ら医師の元に足を運ぶ必要があり、未
成年者においては往々にしてこの行為を怠るおそれがあ
った。一方、この種の装置は常に携帯してその場で正確
に検温や入力を行わなくてはならず、これを怠ると折角
の機能が発揮できないおそれがあり、携帯や使用に際し
使用者に前記のような羞恥心を与えることは大変なマイ
ナスであった。
【０００６】
【課題を解決するための手段】この発明は以上のような
従来技術の問題点に鑑みて創作されたものであり、ウエ
ブブラウザ機能を有するユーザーの携帯電話とインター
ネットを介して双方向通信される管理センターのサーバ
ーに、ユーザーから送信される基礎体温及び女性機能に
関する健康情報を蓄積するユーザー別健康情報記録部を
設けると共に、管理センターにおいて上記一次データを
解析して得た解析結果をユーザーに提供するシステムに
して、システムを利用するための画面はユーザーを認証
した場合にのみ携帯電話に表示されることを特徴とす
る。
【０００７】この発明の第一の特徴はウエブブラウザ機
能を有する携帯電話（以下、単に「携帯電話」と称す
る。）とインターネットという既存のインフラを利用し
て女性用健康管理支援システムを構築する点にある。現
代の未成年の女子の殆どは携帯電話を保有しており、携
帯電話は彼女たちにとって必要不可欠なツールであり、
２４時間常に携帯しているのが現状である。よって、彼
女たちは既に保有しているハード機器をそのまま流用す
ることにより多額の金銭的な負担無しにこの発明のシス
テムを利用することができる。又、身近なツールである
携帯電話を利用して外出先などにおいても基礎体温を入
力したり、女性機能に関する健康情報を入力できるの
で、一日も欠かさない継続的な計測や情報の入力が実現
され、正確な解析を行うことが期待できる。
【０００８】次に、この発明の第二の特徴は誰もが使用
している汎用ツールである携帯電話に避妊や妊娠促進の
ためのシステムを忍び込ませ、更にこのシステムを利用
するための画面は本人を認証した場合にのみ初めて携帯
電話のディスプレイに表示される点にある。つまり、避
妊や妊娠促進のためのシステムの機器を携帯し、それが
人目に触れてもそのことが一切外部に表れないので、人
から見た場合には携帯電話を持っているとしか見えな
い。よって、羞恥心の問題から従来避妊や妊娠促進のた
めの装置を携帯することを敬遠していた者も安心して携
帯することが可能となる。
【０００９】
【発明の実施の形態】以下、この発明の具体的実施例を
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添付図面に基づいて説明する。図１はこの実施例のシス
テムのハードウエアの構成を示すブロック図である。図
中符合１１は管理センター１０のウエブサーバー（以
下、サーバーと称する。）であり、インターネットＮ上
に公開されるウエブページを介して利用者の携帯電話１
が接続され、ウエブページ上でこの発明のシステムの各
種の手順が実行される。このサーバー１０はシステムの
稼働のために必要な各種のプログラムやファイルの他、
ユーザーから送信される基礎体温及び女性機能に関する
健康情報を蓄積するユーザー別健康情報記録部１２を有
する。又、サーバー１１からはユーザーが携帯電話１に
基礎体温やその他の健康情報を入力することを支援する
ためのプログラムや、ユーザーが入力した一次データや
管理センターから送られてきた解析結果等を検索したり
加工するためのプログラムが、必要に応じて例えばJava
アプレットやJavaアプリケーション等の形式で携帯電話
に供給される。
【００１０】この発明のシステムのユーザーが使用する
携帯電話１はデータ通信機能とウエブブラウザ機能を有
すると共にデイスプレイを備える公知のものであり、こ
の実施例ではこの発明のシステム用のものでない汎用の
携帯電話を使用することを想定している。ユーザーはイ
ンターネットＮを通じて携帯電話１を管理センター１０
のウエブページに接続することにより、携帯電話のデイ
スプレイに表示されるウエブページ上のメニューに従い
この発明の健康管理支援システムを利用する。尚、この
場合、ユーザーがこのシステムに入るためにはシステム
の管理者に対し予め会員登録を行い、管理センターのサ
ーバー１１においてユーザーを認証するためのＩＤとパ
スワードを取得する必要がある。
【００１１】一方、このシステムを利用するための画面
はユーザーを認証した場合にのみ携帯電話１のデイスプ
レイに表示されるようにする。こうすることにより、ユ
ーザーの携帯電話を借用した第三者に対してこのシステ
ムをユーザーが使用していることを秘匿することが可能
となる。この場合、ユーザーを認証するためにパスワー
ドを使用する場合は、パスワードを入力する画面が必要
となる。従来技術においてはシステムの初期画面上にお
いてユーザーがシステムに入ろうとする場合にパスワー
ドの入力が要求されるが、そうした場合はパスワードを
入力する前の初期画面の段階でそれが何に関するシステ
ムかが露呈されてしまうことになる。そこで、この実施
例ではパスワードを入力する画面においては、このシス
テムが何に関するものであるかを示すような要素は一切
排除するようにしている。
【００１２】又、携帯電話１にプログラムを常駐させる
ことが可能な場合は、前記のように携帯電話１を管理セ
ンターのサーバー１１に接続した後にパスワードを入力
するのではなく、パスワードを入力した後にサーバーへ
の接続手順を自動的に実行させるようにしてもよい。
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【００１３】尚、後記するようにこのシステムにおいて
は、ユーザー側から管理センターのサーバー１１に接続
する他に、管理センター側からユーザーの携帯電話に対
して発呼処理を行って所定の警告メッセージを表示する
場面もあるが、この場合にも警告メッセージの表示はパ
スワードの入力を待って行うようにする。
【００１４】管理センター１０はユーザーから送信され
る健康情報を一次データとして受け取り、これを解析し
て得た解析結果をユーザーに提供する。この実施例にお
いてはユーザーが送信する健康情報として基礎体温の
他、生理の時期、生理痛の有無等の生理情報、おりもの
及び出血の有無や程度の情報、性交の時期及び相手等の
情報を想定しているが、この他に例えば服用した薬物に
関する情報、体調や、血圧や脈拍等の一般的な健康情報
を送信し、管理センター１０においてこれらも併せて解
析してもよいことは勿論である。このうちの基礎体温に
関しては、ユーザーが基礎体温計で測定した値を数字キ
ー２の手操作により携帯電話１に入力する他、図１に示
すように出力端子を有する基礎体温計５からの電気信号
をインターフェース４を介して携帯電話の入出力端子３
から入力してもよい。この場合、基礎体温計５の他に血
圧計や脈拍計等の測定機器５ｎからの電気信号を同様に
入力してもよいことは勿論である。
【００１５】以上の入力作業は管理センターのサーバー
１１への接続時に携帯電話のデイスプレイに表示される
ウエブページ上のメニューに従ってオンラインで行う
他、携帯電話１にプログラムを常駐させることが可能な
場合には、これらの入力を支援するメニューを表示する
と共に測定値や入力項目を記憶するためのプログラムを
予めサーバーから供給してオフラインで行ってもよい。
【００１６】ユーザーから送信された健康情報は管理セ
ンター１０のサーバー１１のユーザー別健康情報記録部
１２にユーザー別の一次データとして蓄積され、これら
の一次データを解析した解析結果が作成される。解析結
果には妊娠可能時期や避妊可能時期の他、妊娠判定及び
その相手名、婦人病の判定等が含まれ、これらはビジュ
アルな形式でユーザーの携帯電話１のディスプレイに表
示される。この場合、解析結果はそれを知りたいユーザ
ーが随時サーバー１１に接続して呼び出すオンデマンド
操作による他、解析結果中に予め設定した数値又は項目
に合致するものがあった場合に、管理センター１０側か
らユーザーに自動的に通知するようにしてもよい。予め
設定した数値又は項目としては、婦人病の疑いがある異
常数値や妊娠と判定される場合等のようにユーザーに緊
急に通知しなくてはならないものが想定できる。又、通
知方法としては管理センター１０からユーザーの携帯電
話に電子メールで通知する他、発呼が可能であるという
携帯電話の特徴を生かし、ユーザーの携帯電話に対して
発呼処理を行って所定の警告メッセージを表示するよう
にしてもよい。
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【００１７】ユーザーの健康情報の解析は通常は管理セ
ンターのコンピュータにより実行されると共に、必要が
ある場合は外部の医療機関や保健機関にそれぞれのコン
ピュータ２０、２１を介して連絡し、医師等の専門家の
所見や指示を仰ぐ。又、ユーザーにおいて解析結果につ
いて聞きたいことがある場合は携帯電話に表示されたこ
のシステムのウエブページ上から問い合わせを管理セン
ターに送り、管理センターではこれを外部の医療機関や
保健機関に転送して、専門家が電子メール等でユーザー
の直接回答するようにしてもよい。
【００１８】以上の実施例においては、ユーザーの携帯
電話として汎用のものを想定していたが、このシステム
用に使用されることを前提としたものを想定した場合は
以下に示すようなことが可能となる。その一はユーザー
の認証に関するものであり、携帯電話にバイオメトリク
スセンサーを設けることによりユーザーの認証をバイオ
メトリクスにより行うことができる。バイオメトリクス
センサーとしては予め登録したユーザーの指紋を検出す
る指紋センサーを携帯電話の筐体に設けること等が想定
し得る。この場合には携帯電話を把持している者がユー
ザー自身であれば、このシステムを利用するための画面
が表示可能となり、その他の者であれば画面は表示され
ないことになる。その二は基礎体温の測定に関するもの
であり、携帯電話自体に基礎体温計を設けることにより
基礎体温計を別途携帯することが不要となり、測定値も
自動的に入力されることとなる。尚、この場合には携帯
電話に設けられる基礎体温計の測定子は非使用状態時に
おいては携帯電話の筐体内に収容されるか又は目立たな
いようにカモフラージュしなければならない。
【００１９】
【発明の効果】以上の構成よりなるこの発明の女性用健
康管理支援システムは次の特有の効果を奏する。
(1) 現代の未成年の女子の殆どが身近なツールとして保
有している携帯電話を利用して女性用健康管理支援シス
テムを構築するので、ゲーム感覚でこのシステムを利用
することが期待でき、知らずに正しい性知識が身に付く
と共に効果的な避妊が期待でき堕胎の悲劇を減少させる
一助となる。
(2) 同様に妊娠してしまった場合でも父親の特定が容易
となる場合がある。
(3) 誰もが使用している汎用ツールである携帯電話に避
妊や妊娠促進のためのシステムを忍び込ませ、更にこの
システムを利用するための画面は本人を認証した場合に
のみ初めて携帯電話のディスプレイに表示されるので、
人から見た場合には携帯電話を持っているとしか見え
ず、羞恥心の問題から従来避妊や妊娠促進のための装置
を携帯することを敬遠していた者も安心してこのシステ
ムを利用することができる。
(4) 解析は予め定められた手順によりコンピュータによ
り行われるだけでなく、必要に応じ医師等の専門家の判



(5) 特開２００２－３６０５８０
7

断が加えられ、更にユーザーは解析結果につき電子メー
ルを使用して専門家に相談できるので、婦人病や妊娠等
の結果が出た場合のアフターフォローが万全であり、未
成年者にとって敷居が高かった婦人科や産科へ通うとっ
かかりが得られることが期待できる。
【図面の簡単な説明】
【図１】  この発明の女性用健康管理支援システムのハ*

8
*ードウエアの構成の一例を示すブロック図。
【符号の説明】
１      携帯電話
１０    管理センター
１１    サーバー
１２    ユーザー別健康情報記録部

【図１】
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